













How can p4c contirbute to Teacher Education?
KAWASAKI  Soichi
要　旨




























































































































































































































































































































































践上のサポートを行う団体である SAPERE （Society 




























































































































































































































































































































「C. S. パ ー ス に よ れ ば、 探 求 に 最 も 顕 著 な
特 徴 と は、 そ れ 自 身 の 弱 点 を 発 見 し、 そ
の 手 続 き の 中 で の 失 敗 を 修 正 す る こ と が
目 的 で あ る 点 に あ る。 そ れ ゆ え、 探 求 と は
自





























































































































慶子訳、新曜社．（原書：Darling-Hammond, Linda and 
Baratz-Snowden, Joan（eds.)(2005), A Good Teacher in 
Every Classroom: Preparing the highly qualified teacher ou 
children deserve, Jossey-Bass.）
Demissie, Fufy（2017）“The Praxis of P4C in Teacher 
Education”, in Anderson, Babs（ed.）Philosophy for 
Children. Theories and Praxis in Teacher Education , 
Routledge.





Jackson, Thomas（2013） “Philosphical Rules of Engagement”, 
in Goering, Sara, Shudak, Nicholas J., and Wartenberg, 
Thomas E.（eds.）, Philosophy in Schools: An Introduction 










出 版 部．（ 原 書：Lipman, Matthew（1991）Thinking in 




Lipman, Matthew, Sharp, Ann Margaret, and Oscanyan, 
Frederick S.（1980）Philosophy in the Classroom（2nd ed）, 










訳、鳳書房．（原書：Schön, Donald Alan, The Reflective 























































（inquiry-oriented approach, enquiry based method）」を紹
介している。彼の説明によれば、「探求的方法」とは「教員養
成や現職教育をこれまでのような見習い訓練として捉えるの
ではなく、学校教育変革を探求し、変革を実際に担いうる主
体として自ら成長を遂げていくことのできるような教師教育
の考え方」である（今津［2017：315］）。言い換えれば、こ
れからの教師は「実践研究者」として、自らの教育実践その
ものについての「反省」を基本姿勢として身につけていなけ
ればならない、ということである。
7　p4c ではほとんどの場合「反省＝振り返り（reflexion）」とい
う語が用いられるが、本論がここでで「反省性（reflectivity）」
という語を用いているのは、立田（2014）による用語法を念
頭に置いてのことである。すなわち立田は、OECD による
キー・コンピテンシーを分析し、それを「自己啓発力＝自律
的に活動する力」「人間関係力＝異質な集団で交流する力」
「道具活用力＝相互作用的に道具を用いる力」とまとめた上
で、さらに教師が備えておくべき資質・能力として「人間力」
に加えて「省察の力」を挙げ、以下のように記している。
「生徒自身のふりかえりを促す効果的な教育のためには、
教師が生徒と頻繁に対話し、生徒への形成的なフィードバッ
クを行っていく必要がある。この生徒とのフィードバックを
よく行う教師ほど優れた教師の特徴でもあった。だが、生
徒自身の振り返りを促す一方で、教師自身がそれ以上の深
い精神的、知的なふりかえり、省察を通して考える力（反省
性、reflectivity）を向上する必要があるのではないだろうか。」
（立田［2014, 156］）
（平成29年₉月29日受理）
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